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南海トラフ型巨大地震による液状化予測 (

内閣府 モデル検討会（第二次報告）（平成24年8月29日）より作成)

と大阪の地質



東京湾岸の戸建住宅の液状化被害
（ミサワホーム総合研究所）





浦安市の被災状況



本文で欠落した大阪で重要な、

水門・鉄扉、堤防対策。



兵庫県南部地震
による液状化

写真：淀川河川事務所HPより



堤防自体の液状化対策
国土交通省河川局 長田課長代理







ポートアイランド

<神戸市広報課発行「震災10年～神戸の記録～」より>
（Copyright：神戸市）

液状化による河川堤防の被害（堤体の液状化）
堤体の液状化
った
堤体
（砂質土）
液状化
基礎地盤（粘性土）
阿武隈川下流（右）31k付近
（宮城県角田市）
江合川
江合川（右）27k付近
（宮城県大崎市）
涸沼川（左）7.5k付近
（茨城県東茨城郡下石崎地先）



液状化対策のまとめ

１ 湾岸、河川からの被害を防止するため
水門・鉄扉、堤防対策

２ 平野部の軟弱地盤に
行政が主体となった広域対策

３ 保育所・幼稚園・公民館・病院・介護施設など
人命を預かる公共施設の液状化

４ 液状化ハザードマップなどで危険箇所の注意喚起


